
CUCM 12.5および 14の BE6000固有のライ
センスに関する Cisco Smart Licensing

• Unified Communications Manager 12.5および 14用シスコスマートライセンスの BE6000専
用ライセンス（1ページ）

Unified Communications Manager 12.5および 14用シスコス
マートライセンスの BE6000専用ライセンス

Cisco Smart Licensingの概要および Unified Communications Manager 12.0以上との使用方法につ
いては、「Cisco Unified Communications Managerソリューションの概要に関する Cisco Smart

Software Licensing」を参照してください。

この付録の手順は、BE6000固有の UCLおよび UWL 12.5のスターターパッケージを購入し、
ユーザライセンスを追加した場合にのみ適用されます。これらのライセンスについては、パー

トナーおよびシスコ従業員が利用できる「Business Edition 6000注文ガイド」を参照してくださ
い。

•別のライセンスオファーを使用している場合、またはバージョン 14のライセンス
(Collaboration Flex Planとしてのみ販売される) (非 BE6000固有の UCL、UURL、企業契
約、Collaboration Flex Planなど)を使用している場合は、今すぐ停止し、手順については
Cisco Unified Communications Managerソリューションの概要でCisco Smart Software Licensing
を参照してください。

• BE6000固有のライセンスの Smart Licensingは、12.5以降の Collaboration Systemリリース
でのみ使用できます。

• BE6000固有のライセンスではUnified CommunicationsManager 12.5がCisco Smart Licensing
を使用する必要があります。また、UCM12.5の場合はCLIを使用して「BE6000モード」
を有効にする必要があります。

• Cisco Smart Accountを作成する必要があります (これはインストールの前に行われます)。
このアカウントには、新しく購入した BE6000 12.5ライセンスをデポジットする必要があ
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ります。インストールされているベース顧客は、ライセンスを12.5に移行し、このアカウ
ントのデポジットを受け取る必要があります。

1. BE6000固有の 12.5ライセンスを取得します。これらの手順は、必要な購入/調達プロセス
がすでに完了済みであることが前提になります。パートナーおよびシスコの従業員は、

「Business Edition 6000 12.5の注文ガイド」を参照してください。

2. Cisco Smart Software Managerでスマートアカウント/仮想アカウントをプロビジョニング
し、BE6000固有のライセンスがスマートアカウント/仮想アカウントに割り当てられてい
るか確認します。

詳細については、「Cisco Smart Software Licensing with Cisco Unified Communications Manager

ソリューションの概要」を参照してください。

BE6000固有のスターターパッケージおよびアドオンユーザのライセンスが、スマートア
カウント/仮想アカウントに適切に割り当てられているか確認します。

BE6000 12.5固有のライセンスおよびスターターパックライセンスが割り当てられている
スマートアカウント/仮想アカウントを示すCisco Smart SoftwareManagerの次のスクリーン
ショットを参照してください。

3. Cisco Smart Software Managerから Unified Communications Manager 12.5の登録トークンを取
得します。

詳細については、「Cisco Smart Software Licensing with Cisco Unified Communications Manager

ソリューションの概要」を参照してください。

登録トークンのコピーまたはダウンロード先の次のスクリーンショットを参照してくださ

い (ステップ 6でこれを行う必要があります)。
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4. Unified Communications Manager 12.5 (または Unified Communications Managerのバージョン
を古いリリースから 12.5にアップグレード)をインストールします。

BE6000のUnified Communications Managerが最初に 12.5としてインストールされている場
合、または古いリリースから 12.5にバージョンアップグレードされた場合、Unified
Communications Manager 12.5はすぐに次のモードに入ります。

•登録ステータスは「未登録」です。

•ライセンス認証ステータスは「評価モード」です。Unified Communications Manager
12.5は、90日間または Cisco Smart Software Managerに登録されるまで (どちらか先)
「評価モード」の状態を維持します。

•ライセンスモード「企業」

以下は、Unified CommunicationsManager 12.5をインストールしてデバイスを設定した直後
の初期モード設定のスクリーンショットです。

登録なしで 90日後に「評価モード」が終了した場合、UnifiedCommunicationsManager 12.5
は「強制モード」に入り、管理上の変更は無効になります。
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登録後、Unified Communications Manager 12.5は Cisco Smart Software Manager (CSSM)と定
期的に同期して Unified Communications Manager 12.5の認証ステータスを確認し、Unified
Communications Manager 12.5クラスタのローカルで消費または使用されるライセンスを持
つ顧客の登録済みライセンスを検証します。CSSMから「認証期限切れ」または登録ライ
センスの不十分な数量と使用済みライセンスの不十分な量がレポートされた場合、Unified
Communications Manager 12.5は「規格外」ステータスに入ります。ライセンスを準拠状態
に戻すには90日間の超過期間があり、その期間が終了すると、Unified Communications
Manager 12.5は「強制モード」になり、管理上の変更は無効になります。

詳細については、「Cisco Smart Software Licensing with Cisco Unified Communications Manager

ソリューションの概要」を参照してください。

5. Unified Communications Manager 12.5クラスタを「BE6000モード」に設定し、使用する
BE6000スターターパックを指定します。

UnifiedCommunicationsManager 12.5のパブリッシャノードで、プラットフォームのコマン
ドラインインターフェイス utils BE6000Mode有効化を実行し、12.5へのインストールま
たはバージョンアップグレードに使用する BE6000のスターターパックライセンスを指定
します。

• BE6000 UCLスターターバンドル (UCL拡張 +ボイスメール用)

• BE6000 UWLスターターバンドル (UWL標準用)

• NONE

次に、使用するコマンドラインのスクリーンショットを示します。

例として、次のスクリーンショットを参照してください。Unified Communications Manager
12.5は、「BE6000UCLスターターバンドル」で「BE6000モード」に登録された直後に表
示されます (Cisco Smart SoftwareManagerの登録済みライセンスからまだ要求されていない
1つのユニットの消費または使用を表示)。
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6. 登録トークンを使用して、BE6000UnifiedCommunicationsManager 12.5をCiscoSmart Software
Managerに登録します。

詳細については、「Cisco Smart Software Licensing with Cisco Unified Communications Manager

ソリューションの概要」を参照してください。

Unified Communications Manager 12.5の発行元で、ステップ 3で取得した登録トークンを入
力します。

その後、Unified Communications Manager 12.5の発行元は、Cisco Smart Software Managerの
登録済みライセンスインベントリから、1つの BE6000スタータバンドルをリクエストた
り、使用したりします。リクエストされたスターターバンドルの機能レベルのリクエスト

は、プラットフォームのコマンドラインインターフェイス utils BE6000Mode有効化の実
行中に指定した機能です。発行元が「BE6000モード」の Unified Communications Manager
12.5クラスタでは、BE6000のスタータキットライセンスを 1回リクエストするか、また
は使用することができます。クラスタは、BE6000ソリューションの容量制限に応じて、
BE6000固有または BE6000固有ではないアドオンユーザライセンスの任意の数をリクエ
ストおよび使用できます。

たとえば、BE6000UCLスターターパックを使用して「BE6000モード」で正常に登録およ
び承認されたUnifiedCommunicationsManager 12.5の場合は、UnifiedCommunicationsManager
12.5および Cisco Smart Software Managerと Cisco Smart Software Managerに表示される次の
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スクリーンショットを参照してください (認証および登録されたユニットを 1台使用して
いる場合)。

Unified Communications Manager：

Cisco Smart Software Manager：

スターターバンドルライセンス消費

以下は、12.5でデバイスを設定した後、UnifiedCommunicationsManagerをインストールした直
後の初期モード設定のスクリーンショットです。
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ユーザが utils BE6000Modeの有効化を行い、BE6000 UCLスターターバンドルを選択する場
合

次の図は、上記の選択のライセンス使用の変化を示しています。

ユーザが utils BE6000Modeの有効化を行い、BE6000 UWLスターターバンドルを選択する場
合
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次の図は、上記の選択のライセンス使用の変化を示しています。

ユーザが utils BE6000Modeの有効化を実行して、[なし（None）]を選択した場合

次の図は、上記の選択のライセンス使用の変化を示しています。
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アドオンユーザライセンスの使用

BE6000モードでは、Unified Communications Manager 12.5は、BE6000のスターターバンドル
アドオンとエンタープライズアドオンを使用します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


